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市内遺跡調査概要

今年度から、国庫補助金を受けて、個人及び民間の開発に対する埋蔵文化財の保護処置を実施

した。

今年度の目標としては、佐久市内の周知の遺跡内における開発に対し、文化財保護法第57条の

2第 1項の提出と、専門職員による現地の確認を実施 し、埋蔵文化財の保護に当たることを主 H艮

とした。

個人・民間の開発に対する情報源は、農業委員会に提出される農地転用の申請を利用した。平

成 2年 7月 から12月 までの農地転用による申請者のうち、埋蔵文化財の保護処置の該当者は計65

件で、平成 3年 1月 31日 現在、文化財保護法第57条の 2第 1項の提出は37件の約57%である。調

査全対象面積は43,602.72m2で 1件当りの平均調査対象面積は670。 81m2と なる。月平均の農地転

用申請者の埋蔵文化財保護処置を必要とする該当者件数は約 10。 8件である。

試掘調査を実施した遺跡は、猿久保屋敷添遺跡 1・ 石並城跡・長土呂遺跡群 2・ 野馬久保遺跡

(以上、国庫補助金で実施)の 4遺跡で、その他、農地転用以外で立石遺跡 (国庫補助金で実

施)と 上福王寺遺跡を加えて 6遺跡、21,600m2でぁり、詳細は後記してある。立会い調査を実施

した遺跡は、計15遺跡にのぼ り、調査対象面積計4,291。 37m2で 1遺跡当りの平均は286.09♂ であ

る。

調査を実施した遺跡の分布を参照すると、千曲川右岸、佐久市北部地区に集中しており、岩村

田・中込原台地の開発は、今年度実施した発掘調査遺跡と考え併せて、急激に進んでいることが

伺える。

今年度から国庫補助金を利用できたことから、佐久市内の遺跡内で実施される、個人住宅を含

めた開発に対し、調査が実施されたことは、いままで未調査であった遺跡の状況及び地層状態の

情報が得られることと、より広範囲な市民等の遺跡に対する知識が増大し埋蔵文化財保護に対す

る関心を集めたことは、大きな成果であった。

今後、関越自動車道の開通、新幹線の開通等により益々開発が増大する傾向にあり、埋蔵文化

財行政の体制及び保護焔策の充実等に、よリー層の努力が必要 となろう。



平成 2年農業委員会関係遺跡一覧表

遺 跡 名 原  因 者 所在地 原  因 開発面積 連絡 57条 保護処置 調査 調 査 期 間 担 当者

1 周防畑遺跡群 1 神津長生 長土 呂 増築 113 04 0 (D 終 了

2 岩村 出遺跡群 1 井出雅 男 岩村 田 貸 し店舗 158 40 ① Э 立会 い 終 了 ■2. 10. 5 小 山

3 呑屋前遺跡群 1 萩原廣太郎 猿久保 共同住宅 501 00 O ○ 立会 ▼ 終了 ■2_ 10_ 22 卜山

戸坂遺跡群 1 中條勝 艮 新子田 個 人住宅 96_89 立会 ヤ 米 r

5 番屋前遺跡群 2 柳 沢昇 中込 共同住宅 491.90 ○ ○ 立会 ヤ 終 了 H2 小 山

6 深 IFL潰 跡群 ] 出中馨 落負テ 共同住宅 270.37 立会 ヤ 未 了

7 長土 呂遺跡群 1 千葉健 二 長 土 呂 個 人住宅 68 65 ○ 立会 ヤ 未 了

8 宮 ノ後遺跡群 1 羽柴健 一 岩村 田 個人住宅 39.25 未 了 開発後 日

9 番屋前遺跡群 3 ホテルー 萬里 疲 久保 駐車場 1,200.00 0 未 了

蛇塚 B遺跡群 よ 畠山富夫 新子 H 貸 し住宅 82.50 ○ ○ 立会 t 未 了

11 大沢屋敷遺跡 1 木 内徹 大 沢 個 人住宅 74 52 立会 立 終 了 H2.8.27 高村

12 驚の宮遺跡 1 荻原鈴子 瀬 戸 貸 し住宅 55.00 Э ○ 立会 ▼ 未 了

13 寺畑遺跡群 1 森 衆辰 男 個 人 仁 毛 79.33 ○ 立会 ▼ 終 了 H3. 1 助 川

14 東千石平遺 跡群 1 土座今 朝芙 瀬 戸 個 人住宅 54_11 終 了 H2 9 22 高村

15 芝宮遺 跡群 1 仰 ヤ オ トク 小 田井 倉 庫 225.00 ○ 立会 ▼ 来了

一本柳 潰跡群 ] 範谷恒 男 岩村田 個 人住宅 70 38 ○ 立会 ヽ 終 了 H3.1.8 三石

17 信濃石遺跡 1 帥石井商会 岩村田 宅地士成 1,174_00 立会 ▼ 終 r H2. 10. 24 小 山

18 宮の上遺跡群 1 帥 タイ ヨウエ ンジニア 根 々井 駐車場 165.00 ○ 立会 ヤ 来了

白山潰跡群 1 帥信 濃ベ ンデ ィング 今井 事務所兼倉庫 275_40 立会 し 終 了 H2.421 高村

明 布 河 原 道 郷 1 黒沢芳昭 根 々井 4rd人住宅 95 20 O ○ 立会 い 来了

21 神屋敷遺跡 帥痢 井商会 根 々非 宅地造成 495 72 発 掘 終 了 H2 10. 18 高村

平賀城 跡 1 1411山 田摩 平 賀 宝地 注成 726_00 立会 ラ 未 丁

平賀中屋敷遺跡群 1 佐藤 秀久 平 安 ln人住宅 52.99 O 立会 ヤ 未 了 開発後 日

着宮遺跡 H 向 山浦土木 長土 呂 進入路 488_00 試 掘 未 了

長土呂遺跡群 2 m苦 出製作所 長土 呂 テニスコート 700.00 ○ ○ 試 掘 終 了 H2 12_ /1ヽ 林

布並城跡 俯 森泉建 設 岩村田 宅地造成 976.00 ○ ○ 試 掘 終 了 H2 12 13 14 高村

猿久保屋敷ハ還跡 ] 僻光和建設 猿 久保 宅地造成 2,948.00 C 試 掘 終 了 ■2,■  5 6 高 村

道添遺跡 1 神 岡信夫 琢 原 イ岡人イエ宅 48.13 ○ ○ 終 了 H2 雫
'II

西近津遣 跡群 1 川手歳相 長土 呂 個 人住宅 立会 し 終 ¬ H2 8 小 山

周防畑遺跡群 2 カウベルエンジニアリング 長土 呂 工場建 設 198 00 ○ ○ 立会 , 未 了 H3 2 9～ ■ 高 村

31 猿 久保 屋 敷添潰跡 2 帥 朝 倉他 猿久保 資材 置 き賜 1,048 00 0 立会 | 終 了 H2 8 高村

手の 原遺跡群 1 渡辺圭 司 横 根 個 人住宅 117.59 ○ ○ 立会 ▼ 終 了 ■ 2 9 高 村

潰石遺跡 森 泉宣 上平尾 個 人住宅 59.62 ○ 立会 ヤ 未 了

常 田居屋敷遺跡群 1 高橋安則 塚 原 工場併用住 145.74 ① 未 了

四つ う子遺跡 1 横井正光 塚 原 共 同住宅 72 87 立会 ▼ 未 了

尼塚潰跡 1 竹 内正治 塚 原 貸 し倉庫 17600 立会 し 来了

辻遺跡 1 芹沢功雄 野 沢 個 人住宅 68.31 立会 ▼ 未子

新町潰跡 1 中 込 駐車場 147.00 立会 セ 未了

深堀遺跡群 2 荻原憲司 瀬 戸 価 人住宅 85 06 ① 立会 ヤ 未了 開発後 日

平賀中屋敷遺跡群 2 日誠総 業 平 賀 建売住宅 55,08 ○ ○ 立会 い 来了

大問遺跡 ] 岩崎勝 貝1 内 山 個 人住宅 90 92 ① 立 会 立 禾 r

12 跡坂遺跡群 1 hl沢清 横 根 共同住宅 236.50 立会 ▼ 来了

高 師町遺跡群 1 佐久市農 協 新 子 田 加工施設等 628^86 立会 ヤ 未 了

芝宮遺跡群 2 森泉英 長土 呂 個 人住宅 74.97 ○ 立会 ヤ 終 了 H2 12 翠
'II

栗毛坂遺 跡群 1 木下組 岩村 H 加工場他 3,204,00 0 立会 ヤ 未 了 H2 26～ 助 川

藤塚 遺跡 与志本林業 常 田 加工場等 18.236 00 ① 試 掘 未 了

浅井城跡 1 中野追 新子 田 資材倉庫等 62.2〕 ○ ○ 終 了 ■3_1_10 竹 腺

大 間遺 跡 2 萩原 4言義 内 山 個 人住宅 100ヽ 65 立会 セ 未 了

猿久保屋敷添遺跡 3 荒船 開発 疲 久保 宅地追成 350.00 Э ○ 立会ヽ 来 了 H3 1 9～ 率
'II

常 田居屋 敷遺跡群 2 竹野陽子 塚 l● 共 同住宅等 481 56 立会 ▼ 未 了

常田居屋敷遺跡群 3 大勝 田開発 塚 原 宅地造成 58 20 ① 立会 し 未 了

蛇塚 A遺跡群 1 滅藤正 弘、
=原

個 人住宅 96 81 ○ 未 了

野 馬久保 遺跡 与志本林業 新子田 宅地造成 2.931_00 試 掘 終 了 肛2 12.25 26 羽毛 田

岳イ 辻遺跡 ユ 令井 と くよ 野〃R 個 人住宅 134.35 ○ ○ 未 了

5〔 中道遺跡 1 日本通達 前 山 事務所兼倉庫 540_00 禾 了

56 中原意跡群 1 大工 原常夫 個 人住宅 91 09 〇 立会 ν 未 了

中反潰跡群 1 土屋千代 四Fh 瀬 戸 個 人住 宅 67 07 立会 し 未了

新町遺跡 2 柳 沢充夫 平 賀 個 人住宅 71 77 ① 立会 ▼ 未了

白拍子遺跡群 2 竹 内巌  武 入 取 出 個 人住宅 210.00 ○ 立会 ▼ 未了

跡坂遺跡群 2 高橋今朝若 小 田井 事務所等 立会 | 未了

61 長土呂遺跡群 3 隙 武重憩会 長土 呂 資材置 き助 1,294.00 ○ 未了

中原遺跡群 2 磯 貝幹雄 三河 団 個 人住宅 72 08 立会 立 未 F H3  2 11 高 村

野沢館 跡 ] 上日信用金庫 原 駐 車場 140 00 立会 い 未 了

中原潰跡群 3 高野俊 F召 中 込 貸し倉庫 90 00 立会 ▼ 来了

中原遺跡群 J 宮沢俊 中込 I「l人住 宅 139_27 立会 ラ 未 了

計 43,602.72

平  均 670 81
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2 試掘調査結果報告

(1)猿久保屋敷添遺跡 1

所 在 地

調査原因者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

佐久市大字猿久保宇屋敷

添448外

光和建設株式会社

宅地造成

平成 2年 11月 5・ 6日

2,948m2

高村博文

経過 と立地

猿久保屋敷添遺跡は、佐久市大字猿久保に所在し、標高687～ 688mを 測る。立地的には、湯川

により形成されたと考えられる中込原台地を大きくえぐり込む形の淀みの第 2河岸段丘上に位置

している。遺跡の内容については、佐久市遺跡詳細分布調査報告書を参照すると、弥生～平安時

代の遺構の存在が予想される。

今回、光和建設株式会社が行う宅地造成事業にともない、試掘調査を実施 して遺跡の確認をす

る必要が生 じた。

調査結果

試掘調査の結果、表土 I層約30cm下 にローム層が検出され、ローム層を切 り込んで住居址と思

われる落込みが 9棟確認された。遺物は、土師器小片が数点発見され古墳時代から平安時代の集

落と考えられる。

猿久保屋敷添遺跡 1位置図 (1:10,000)



遺構確認面

↓

第 I層 灰黄褐色土(10YR4/2)
田の耕作土。

第H層 明黄褐色土(10YR%)
2～ 3 cm大の軽石層。

第Ш層 赤褐色土(5 YR4/6)
0.5～ l cm大の軽石層。

第Ⅳ層 にぶい黄橙色土(10YR%)
砂質層。

猿久保屋敷添遺跡 1基本土層模式図

猿久保屋敷添遺跡 1試掘調査全体図 (1:1,000)



宅地造成は、50cm以上の埋め上で実施することが確認されたため、遺構の破壊はなく保存され

ることとなった。

以上の調査結果から、この地域は未調査であったが、月ヽ海線沿線の中込原台地の一段低い湯川

左岸第 2段丘上に確実に古代の集落が検出されたことは大きな成果であった。

遺跡近景 (商方より)

試掘調査全景 (南東 よ り)



(2)石 並 城 跡

所 在 地

調査原因者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

佐久市大字岩村田宇石並

3503外

森泉建設工業株式会社

宅地造成

平成 2年 12月 13・ 14日

976 ma

高村博文

経過 と立地

石並城跡は佐久市大字岩村田地籍に所在し、標高716～ 726mを 測る。城跡は蛇行しながら南流

する湯川の西岸の第 2段丘上に北から石並城跡・王城跡・黒岩城跡とほぼ直線的に南北に連なっ

て大井城跡を形成している。大井城跡は佐久市有数の城跡であり、王城跡・黒岩城跡は県の史跡

に指定されている。当教育委員会は、この石並城跡をなんとか現状保存することを考え、一度は

宅地造成の計画を長野県文化課と共に協議し開発を思い止どますことができたが、再度、森泉建

設工業株式会社により開発の計画が持ち上がった。

今回、森泉建設工業株式会社が計画している宅地造成地区は、石並城跡の外郭に当たるものと

考えられる。また、当該地は岩村田遺跡群内に含まれていることから弥生時代から平安時代の遺

構の存在している可能性もたか く、国庫補助金で全面試掘を実施し、遺構の存在が判明した場合

は改めて保護処置を再協議することとなる。

調査結果

宅地造成地域は、南北に伸びる堀の隣接した西側976m2に わたり、深さ37cm内 外の表土 (1

層)を取 り除くとローム層 (Ⅱ層)が検出された。調査範囲内からは、竪穴住居址 2棟、南北に

伸びる堀 2条、東から西へ北方に湾曲する堀 1条、南北に伸びる溝 1基 (試掘調査全体図参照 )

石並城跡位置図 (1:10,000)



露i層 虐煤負蓋堰轡至監IYRう )嘗些虫慈:耕作
土。

石並城跡基本土層模式図

石並城跡試掘調査全体図 (1:500)



が検出され、石並城跡に関連 した遺構及びそれ以前の集落址の存在が確認された。

以上のことから、森泉建設工業株式会社 と再度保護協議 を実施 し、記録保存することが決定 し

た。

遺跡近景 (南束よ

試掘調査全景 (南東より)
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(3)長土呂遺跡群 2

所 在 地

調査原因者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

佐久市大字長土呂字上大

林168-11

株式会社吉田製作所

テニスコー ト造成

平成 2年 12月 17日

700m2

小林真寿

経過 と立地

長土呂遺跡群は、佐久市大宇長土呂地籍に所在し、浅間山に源を発する濁川の浸蝕による田切

り地形南側の標高720～ 760mの段丘上に展開する大遺跡群である。

今回、当遺跡群内の上大林遺跡の一部分を埋め立てて、テニスコー トを造成する計画が吉田製

作所より提出されたため、当該地も埋蔵文化財の保護 。保存を図るため試掘調査を実施した。

なお、調査地は昭和63年度に国道141号線改良事業にともない佐久市教育委員会が調査を実施

した上大林遺跡に隣接する。

調査結果

当該地は北西から南東に向かって緩やかに傾斜しており、南東側にはシル ト質の黒色上がロー

ム層と表土 (耕作土)の問層として堆積 しており、 トレンチの東南端では地表面からlm下げて

もローム層に達せず、低地であったものと考えられる。

遺構は、溝址 2条 とピット1基が検出されたものの住居址は存在しなかった。遺物は、土師器

の小片が 1片出土したのみである。なお、テニスコー ト造成は盛 り上により行 うもので、地下の

遺構に影響を及ぼさないが、試掘調査を実施して、遺構の存在の有無を確認した。

長土呂遺跡群 2位置図 (1110,000)



第 I層  暗掲色土(10YR%)
耕作土。

第H層 黒色土(10YR%)
第m層  黒色土(loYR%)

第Ⅳ層 桜離 4与岳影所多含。
シル ト質土。

第V層 責橙色土(loYR3/6)
浅間第一軽石流。

長土呂遺跡群 2基本土層模式図

長土呂遺跡群 2試掘 トレンチ設定図 (1:1,000)



遺跡近景

11111i:■
―|

(北方 よ り)

TRl全 景 (北方より) TR2全 景 (北方より)



(4)立 石 遺 跡

所  在 地

調査原因者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

佐久市大学根岸宇荻原

4103-1外

荻原地区土地整備組合

荻原地区土地整備事業

平成 2年 12月 18日

2,290mを

竹原学

経過 と立地

立石遺跡は佐久市大字根岸地籍に所在し、標高676～ 705mを測る。立地的には蓼科山西北麓の

丘陵末端部付近、佐久盆地を見おろす位置にある。

遺跡の内容については、佐久市遺跡詳細分布調査報告書によれば縄文時代の遺物が採集されて

いる。また近接して石附窯址群をはじめとする古代生産遺跡が分布しており、注意される。

今回、荻原地区土地整備組合により遺跡地を含めた一帯21,000m2の 農地整備が計画された。こ

のうち2,290∬ が今年度事業の対象となり、試掘調査を実施して遺跡の確認をする必要が生じ、

調査の結果、遺構が確認された場合は再協議することとなった。

調査結果

試掘調査の結果、地表下約40cmで風化岩盤 (相浜層)に達し、この面で遺構確認を行った。し

かし、一点、黒曜石片が出上した他はなんら遺構・遺物が確認されず、当該地は遺跡の範囲から

外れるものと解釈された。

しかしながら、先に触れたように周辺において生産関係の遺跡の存在が予想され、今後注意す

べき遺跡と言えよう。

立石遺跡位置図 (1:10,000)



層

層

層

Ｉ

Ｈ

Ⅲ 糧部Sミ甥十観端i途経場瓦きず鵠は
一部粘上化する。

立石遺跡基本土層模式図

立石遺跡試掘 トレンチ設定図 (1:1,000)



遺跡全景 (東南より)

遺跡全景 (東南より) 遺跡全景 (南方より)

Aト レンチ全景 (南東より) Cト レンチ全景 (南方より)



蛇塚B遺跡群

(5)野馬久保遺跡

所 在 地

調査原因者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

佐久市大学新子田字野馬

久保1928-2

与志本林業株式会社

宅地造成

平成 2年 12月 25・ 26日

2,931m2

羽毛田卓也

経過 と立地

蛇塚 B遺跡群野馬久保遺跡は、佐久市大字新子田地籍に所在 し、昭和54・ 58年度に調査 した蛇

塚 B遺跡に隣接する。本遺跡は標高705～ 706mを測 り、東内池より南下西進する田切 りと湯川段

丘に狭まれた帯状台地の南傾斜する微高地上に位置する。また、西側には南北に走る低地が存在

し、その低地端の微高地で、佐久市遺跡詳細分布調査報告書を参照すると、平安時代の集落址の

存在が予想される。

今回、与志本林業が行う宅地造成にともない、試掘調査を実施し、遺構の存在が確認された場

合は、保護処置について再協議することとなった。

調査結果

試掘調査の結果、ローム層上面において、平安時代の住居址 1棟と時代不明の溝状遺構が 2条

確認された。遺物は遺構確認面より、縄文時代中期の浅鉢片、平安時代の甕・郭・灰釉陶器片等

が出上した。このことから、蛇塚 B遺跡の調査によって確認された平安時代の集落が、本遺跡ま

で広がっており、予想以上の大集落であったことがうかがえる。

以上の調査結果から、与志本林業と再協議を実施し、記録保存することとなった。

野馬久保遺跡位置図 (1:10,000)



//:″

三分
//ノ ′r

第I層 耕作土。
第H層 褐色土層(10YR%)
ローム粒子・パミス中粒少量含む。

第Π層 黒褐色土層(10YR%)
ローム粒子微量含む。

第Ⅳ層 明黄褐色土層(10YR%)ロ ーム。

野馬久保遺跡基本土層模式図

野馬久保遺跡試掘調査全体図 (1:500)



遺跡全景 (南方より)

:=F■ ●■II

中央 トレンチ全景 東側 トレンチ全景



一本柳遺跡群

(8)上福王寺遺跡

所 在 地

調査原因者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

佐久市大字岩村田字上福

王寺2208外

小林建設工業株式会社

宅地造成

平成 2年 4月 16日

11,755 mE

林 幸彦

経過と立地

上福王寺遺跡は、湯川に臨んだ台地上にあり標高691～ 700mを測る。付近には、上の城遺跡・

北一本柳遺跡・東一本柳遺跡 。東一本柳古墳などがある。本遺跡からは、弥生
。古墳・奈良・平

安時代の遺物が出上している。また、かつては古墳も数基存在していたといわれており、東一本

柳古墳共ども古墳群を形成していたと思われる。さらに、付近には福王寺と呼ばれる寺が存在し

ていたといわれている。今回、小林建設工業が行う宅地造成にともない、試掘調査を実施して遺

構の確認をする必要が生じた。

調査結果

対象地は、湯川に面した斜面であるため、住居址等の遺構の存在の可能性は薄い。試掘調査の

結果、表上の30cm下 に責褐色ローム層が確認された。表土は、斜面の下位ほど厚い。この表土層

から、弥生時代後期・古墳時代の上器片が出上した。

住居址・土坑などの遺構は確認されなかった。ただ、幅 3m程の溝が検出されたが、これの性

格は不明である。当初、古墳の残存遺構が予想されたが、今回の調査では確認されなかった。対

象地の最下部は、湯川の河岸段丘に接する地点であるが、腐食土と思われる黒褐色上の堆積が厚

くみられた。

上福王寺遺跡位置図 (1:10,000)



第 I層 耕作土。
第■層 明黄褐色土(10YR%)ロ ーム。

上福王寺遺跡基本土層模式図
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型
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＼、ヽヽ一―
上福寺遺跡試掘 トレンチ設定 図 (1:1,500)

21



3 立会い調査結果報告

(1)大沢屋敷遺跡 1

所 在 地

調査原因者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

佐久市大字大沢字屋敷

a97

木内徹

個人住宅建設

平成 2年 8月 27日

74.52 mt(362m=)

高村博文

経過 と立地

大沢屋敷遺跡 1は、佐久市大字大沢地籍に所在し、標高691～ 707mを測る。立地的には西山か

ら東方へ流れる大沢川が北側に存在し、遺跡は西から東方へなだらかな傾斜をもつ台地である。

遺跡の内容については、佐久市遺跡詳細分布調査報告書を参照すると縄文時代 と古墳時代の遺

構の存在が予想される。

今回、木内徹氏が行 う住宅建設により立会い調査を実施することとなった。

調査結果

基礎部分の掘削は、幅約100cm,深 さ65cm内 外で行われた。確認の結果、西側部分において約

50cmの耕作上の下からH層であるにない黄褐色土層が検出され、遺構が確認されるとすれば、こ

の面の可能性が高い。この層には径 3 cm内外の礫が多量にあり、あるいは大沢川の氾濫により形

成されたものかも知れない。東側部分の掘削は、地形が低 くなっていることから、Ⅱ層まで達 し

大沢屋敷遺跡 1位置図 (1:10,000)



なかった。

大沢屋敷遺跡内での調査は、初めてであったが遺構・遺物は検出されなかった。

第 I層 暗褐色上    耕作土。
(10YR%)

第Ⅱ層 にぶい黄褐色土 粘質強。赤褐色、白色
(10YR笏 )  粒子を含む。礫を多量

に含む。

大沢屋敷遺跡 1基本土層模式図

遺跡近景 (東方より) 掘肖」近景 (西方より)



(2)東千石平遺跡群 1

所 在 地

調査原因者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

佐久市大字瀬戸字東千石

平1558-12

土屋今朝美

個人住宅建設

平成 2年 9月 22日

34.1l m2(247m2)

高村博文

経過 と立地

東千石平遺跡群は、佐久市大字瀬戸地籍に所在し、標高669～ 671mを 測る。遺跡の南方には、

志賀川が北方からほぼ直角に北流から西流し、滑津川と合流する地点に位置し、志賀川により形

成された第 2河岸段丘上に展開している。その北方には昭和40年度発掘調査を実施した深堀遺跡

が存在するが、本遺跡群内の調査ははじめてであり、佐久市遺跡詳細分布調査報告書によると古

墳時代から中世の遺構の存在が予想される。

今回、土屋今朝美氏が行う住宅建設により立会い調査を実施することとなった。

調査結果

基礎部分の掘削は幅約 100cm、 深さ30cm内 外で行われた。確認の結果、表土 (I層 )を 約15cm

程取 り除 くとH層の黒褐色上が検出され、この層から数片の土師器が出土した。今回の掘削では、

遺構の検出はみられなかったものの、付近には古墳時代から平安時代の遺構の存在する可能性が

非常に高い。

東千石平遺跡群 1位置図 (1:10,000)



第H層
二盤 鍬 箕 兜 緯 斃 好 皇範

含層の可能性高い。

東千石平遺跡群基本土層模式図
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(3)岩村田遺跡群 1

所 在 地

調査原因者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

佐久市大宇岩村田宇黒地

蔵161-1

井出雅男

貸 し店舗・ 駐車場建設

平成 2年 10月 15日

158。 4m2(1,099 ma)

小山岳夫

経過 と立地

岩村田遺跡群は浅間山麓南斜面に幾筋も発達する細長

い「田切 り」台地上に立地する。ここは弥生から平安時

代においては佐久平有数の集落遺跡を、また、東側には

鎌倉から安土・桃山時代にかけて北佐久に勢力をふるっ

た大井宗家が居とした大井城跡を、更に現代では商業的

な繁華街を内包する等、古代から現代に至るまで佐久平

で最も人工の多い中核的な役割を担った土地でもある。

今回、井出雅男氏が行 う貸し店舗・駐車場建設に伴う

立会い調査地点は標高731m内 外で、当遺跡群を縦貫す

る浅い谷部分に当たる。

調査結果

層

層

層

Ｉ

Ｉ

ｍ

耕作土
田の床土

砂層、ローム多量混

基本土層模式図

貸し店舗建設が行われる敷地内に長さ15m、 幅1.5m、 深さ30～ 40cmの 試掘溝を 3条掘削し遺

構の存否の確認を行ったが、遺構・遺物ともに確認されなかった。なお、調査地点の基準層序は

右上図の通 りである。

岩村田遺跡群 1位置図 (1110,000)



(4)番屋前遺跡群 1

所 在 地

調査原因者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

佐久市大字猿久保字番屋

前900-1

荻原度太郎

共同住宅・ 駐車場建設

平成 2年 10月 22日

501 ma(1,174m→

小山岳夫

経過 と立地

番屋前遺跡群は湯川左岸の第 3段丘上に位置し北側

直下の第 2段丘面には猿久保屋敷添遺跡がある。弥生

・平安時代の遺物の散布地とされるが、過去の調査例

が少なく、実態究明は今後の調査進行に委ねられると

ころが大きい。

今回、荻原廣太郎氏が行う、共同住宅・駐車場建設

に伴う立会い調査地点は標高695m内外である。

調査結果

共同住宅建設地、基礎工事部分に長さ40m、 幅120

cmの試掘溝を東西方向に二本掘削する。北部試掘溝は

深さ45cm内 外、南部試掘溝は65cmで、浅間山の軽石層

に達する。確認の結果、遺構・遺物 とも検出されな

かった。

番屋前遺跡群 1位置図 (1:10,000)

層

層

Ｉ

Ｉ

表土
ローム層

(浅問山第2軽石流)

基本土層模式図



(5)番屋前遺跡群 2

所 在 地

調査原因者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

佐久市大学中込宇東大堰

手前3174-1外

柳沢昇

共同住宅 。駐車場建設

平成 2年 11月 8日

491.9 ma(801m=)

小山岳夫

経過 と立地

立地については番屋前遺跡群 1と 同じ。

今回、柳沢昇氏が行う、共同住宅・駐車場建設

にともなう立会い調査地点は標高691m内 外であ

る。

調査結果

建物建設地の基礎部分 5カ 所に関して 3m× 3

mのマス掘 りを行ったが、遺構・遺物は検出され

なかった。

基準層序は右図の通 りである。

番屋前遺跡群 2位置図 (1:10,000)

層

層

層

Ｉ

Ｈ

ｍ

第

第

第

表土
ローム層
湯川層
(砂層 )

基本土層模式図



遺跡近景 (東方より)

土層断面



(6)下信濃石遺跡 1

所 在 地

調査原因者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

佐久市大学岩村田宇仁王

前337外

石井商会株式会社

宅地造成

平成 2年 10月 24日

1,174 ma

小山岳夫

下信濃石遺跡 1位置図 (1:10,000)

経過 と立地

下信濃石遺跡は湯川右岸の第 2段丘上に立地し、西側直上には

弥生から平安時代集落の一大密集地である上の城遺跡群が存在す

る。平安時代遺物の包蔵地とされるが、実態は不明確である。今

回、石井商会が行う宅地造成にともなう立会い調査地点は第 2段

丘面の基部に当たり、標高は690m内外である。

調査結果

開発地1,174m2の 内、台地直下、段丘面基部の削平地区に関し

て、幅2.5m、 深さ1.3m内 外の試掘溝を東西方向に 3本掘削す

I層 砂質
褐色土

砂層
黒色土

第H層
第■I層

基本土層模式図

る。地表から1.lmま では砂層 (I・ Ⅱ層 )、 以下は径20cm内外の黒色火山弾を多量に含む黒色土

(H層 )。 従って、当地は火山弾降下時に湿地であった可能性が大である。その後は湯川の氾濫

等により、砂の流入が著しかったと推定される。遺構・遺物は検出されなかった。



(7)西近津遺跡群 1

所 在 地

調査原因者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

佐久市大字長土呂宇西近

津 1751-11

川手歳和

個人住宅建設

平成 2年 11月 8日

61.43m2(206m=)

小山岳夫

経過 と立地

西近津遺跡群は浅問山麓南斜面に幾筋も発達する細長い「田切り」台地上に立地する。ここは

弥生から平安時代において佐久平有数の集落遺跡を内包することが市内遺跡詳細分布調査や過去

の発掘調査で知られている。

今回、川手歳和氏が行う、住宅建設にともなう立会い調査地点は、標高710m内外である。

調査結果

建物基礎部分の全周 (1,007× 643cm)を 幅100cmで80cm内外掘削。確認の結果、少なくとも 3

棟の竪穴住居址が確認される。遺構確認面より10cln内外の破壊が危惧されるものの、大方は現状

保護される状況にあると判断されるため、範囲確認 。記録を行って、本調査は後世に託すことに

する。この地点、及び周辺は大規模な集落l■が内包されていることは自明であり、今後、車点的

に保護処置を行う体制を整備する必要性を強く感じる。なお、微量の出土遺物からではあるが、

図示したHlに関しては奈良・平安時代、H2は古墳時代後期、H3は弥生時代の竪穴住居址と

考えられる。

西近津遺跡群 1位置図 (1110,000)
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(8)白 山遺跡群 1

所 在 地 佐久市大宇今井宇下原

758

調査原因者 信濃ベンディング株式会

社

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

事務所兼倉庫建設

平成 2年 11月 21日

273.4m2(763m2)

高村博文

経過 と立地

白山遺跡群は佐久市大字今井地籍に所在し、標高648～ 670m付近を測る。遺跡群は千曲川・湯

川・滑津川に分断された中込原台地の最西端に位置し、南方のbJr崖は千曲川により形成された第

1河岸段丘上から比較差20数 mを測る。遺跡の東方には昭和49年度発掘調査を実施した今井西原

遺跡が存在するが、本遺跡内での調査ははじめてであり、佐久市遺跡詳細分布調査報告書による

と縄文時代から平安時代の遺構の存在が予想される。

今回、信濃ベンディング株式会社が行う事務所兼倉庫の建設により立会い調査を実たすること

となった。

調査結果

基礎部分の掘削は、深さ67cm内 外で行われた。表土 (I層 )を 57cm程 取 り除 くとローム層が現

れ、このローム層は二層に分層できる。遺樟が検出されるとすれば I層 (表土)下、Ⅱ層上面と

考えられるが、遺構・遺物の検出はみられなかった。

白山遺跡群 1位置図 (1:10,000)



第 I層 黒掲色上   耕作土。
(10YR%)

第H層 にぶい黄褐色± 4、礫を含む砂礫質層。
(10YR'る )

第mtt H者掲色土   砂質で茶褐色土ブロックを
(7.5YR%) 含む。

白山遺跡群 1基本土層模式図

掘削近景 (西方より)遺跡近景 (北方より)



(9)猿久保屋敷添遺跡 2

所 在 地 佐久市大字猿久保字屋敷

調査原因者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

経過 と立地

添454-1外

株式会社朝倉

・ 金井 wi、み子

資材置 き場 。

平成 2年 12月

1,048m2

高村博文

・佐久電気

擁壁建設

8日

猿久保屋敷添遺跡の立地については、猿久保屋敷添遺跡 1と 同 じである。

今回、株式会社朝倉外が行 う資材置き場・擁壁建設にともない、湯川左岸第 3段丘直下、第 2

段丘上を埋め土 して開発することにな り、立会い調査 を実施することになった。

調査結果

擁壁を建設するにあたり、株式会社朝倉は、地

質調査を関東地質株式会社に依頼して、ボー リン

グ調査を実施した。llkl朝倉社長朝倉痺代司氏の好

意により貴重なその地質調査結果をお借 りして基

本土層模式図に示した。

調査結果によると、上部 4m以浅は河川堆積物

の砂・粘土を、 4m以 深には浅間軽石流の礫混じ

り、地下水位面は地表下1,3mに認められている。

猿久保屋敷添遺跡 2位置図 (1:10,000)

遺跡近景 (西北 よ り)

り火山砂を主とする火山砕暦物に占められてお



第二層

第H層
第■I層

第Ⅳ層
第V層

第Ⅵ層
第Ⅶ層

褐色土  映混リシルト質砂層。ガ 5～ 30mm位の細・中
礫を主体とする。含水小。

勇渓電輩1凝彊寺移昇t省み層。/2～ 10mmの軽石、細

白灰色土

白灰色土

暗灰色土

灰褐色→

黄褐色→

緑褐色→

赤紫灰色
→暗灰色

土

謎違暑むジ考ぜき倫高称まっている。詠

ぞ縁注長?曇来阜升少iOど昂縮方鳥下翠駐婆
山岩主体。

レτ二台忌豊兵蓬昂掃介縫琉E烏易範賃争地
°

色に変る。

第Ⅷ層 暗灰色土 /2～ 5 mm最大礫径30mmの安山岩角礫主体。
粗砂則%礫 60%
含水大。

甕警彊 重優包圭
 4,贈賞ンa令
彦七芭誘縮昆轟蓬里寂iこ

10～

砂60%、 礫90%の火山灰質砂層。含水小。

第�層 黒灰色土 砂60%、 礫90%の火山灰質砂層。
含水小。

第�層 黒灰色土 火山灰質砂礫層。12.30～ 12.40mに 火山礫多

鞘 彊 羅 雛 1醜 謬 1猛 :多盤 鳩 階 F。
含水中。

第XV層  黒灰色土
 勝ξ上盗常獨婦イ常農〔最大径40mmの 火山礫
点在する。粘性小。

含水中～大。

猿久保屋敷添遺跡 2基本上層模式図



(10)芋の原遺跡群 1

所 在 地

調査原因者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

佐久市大字横根字十二平

1172-4

渡辺圭司

個人住宅建設

平成 2年 12月 9日

117.50m・ (979mを )

高村博文

経過 と立地

芋の原遺跡群は、佐久市大字横根地籍に所在し、標高735～ 739mを測る。遺跡の北方には湯川

が西流し、遺跡群を囲むように流路を南方に変えており、湯川左岸の第 2河岸段丘上に位置して

いる。遺跡群 と湯川の対面には、昭和63年度・平成元年度発掘調査を実施した金井城跡が存在す

るが、本遺跡群内の調査ははじめてで、佐久市遺跡詳細分布調査報告書によると縄文時代から平

安時代の遺構の存在が予想される。

今回、渡辺圭司氏が行う住宅建設により立会い調査を実施することとなった。

調査結果

基礎部分の掘削は、幅約 100cm、 深さ54cm内 外で行われた。確認の結果、表土約20cmを 取 り除

くとH層 の黒褐色土層が検出され、土師器の小片が出上した。今回の掘削では、遺構の検出はみ

られなかったものの、付近には、古墳時代から平安時代の遺溝の存在する可能性が高い。

芋の原遺跡群 1位置図 (1:10,000)



第I層  暗褐色上 耕作土。
(10YR%)

第H層 黒色土 小礫を含み,お、かは、かしている。
(10YR%)

羊の原遺跡群基本土層模式図
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(11)芝宮遺跡群 2

所 在 地

調査原因者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

佐久市大字長土呂字上芝

宮771-8

森泉英

個人住宅建設

平成 2年 12月 14日

74.97m2(330 ma)

翠川泰弘

経過 と立地

芝宮遺跡群 2は、佐久市大字長土呂に所在 し、標高740m内 外を測る。この地帯は、佐久市 1ヒ

半部の地表を形成している火山灰砂軽石 (Pl)が 堆積しているため、水の浸食に弱く火山山麓

特有な “日切 り地形"が発達 している。過去、遺跡群内では三回 (昭和54。 55。 57年度)の調査

が実施されているが、遺構は検出されず、縄文から平安時代の断片的な遺物が出土している。

今回、森泉英氏による住宅建設にともない、立会い調査を実施して遺跡の確認をする必要が生

じた。

調査結果

宅地造成は、東方から西方へ傾斜する現況地形の東南部を削平して水平面を構築し、基礎部分

に深さ70cmま で トレンチをいれる方法が用いられたが、この掘削範囲内においては、遺構 。遺物

は確認されなかった。当台地の対岸には700棟 もの住居址が確認された聖原遺跡が存在する。外

見上さしたる差異の無いこの様な両台地の利用状況の相違は、古代人の生活様式ならびに当台地

の古環境を知る上で興味深 く、今回の調査は重要な意義をもつものであった。

芝宮遺跡群 2位置図 (1:10,000)



第I層  黒掲色(10YR%)砂質土層。文H地耕作土。
ガ 5 mm内 外の砂利を含む。

第11層 H者掲色(10YR%)砂質土層。 I・ V層の攪
枠土。ガ2～ 5 mm大のパミスローム粉末
を含む。

第Ⅲ層 黒色(10YRI夕 )き め細かい砂質土層。パ
ミス粉末を含む。

第Ⅳ層 H青褐色(10YR%)砂質土層。〃10mm内外の
パミス・ローム粉末を含む。i斬移層。

第V層  明責褐色(10YR%)砂質土層。/3～ 10mm
大のパミスを含む。ローム層(Pl)。 聖原
台地のPlに 比べ砂質性に富む。

芝宮遺跡群 2基本土層模式図

調査区票部 調査区西部

遺跡遠景 (商 方 よ り) 遺跡近景 (東方より)

基礎工事作業状況 (東方より) 基礎掘 り下げ終了状況 (東方より)



(12)道添遺跡

所 在 地

調査原因者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

佐久市大字塚原字道裏

2384-1

神岡信夫

個人住宅建設

平成 2年 12月 18・ 19日

48.13 mt(115m2)

翠川泰弘

経過 と立地

道添遺跡は、佐久市大字塚原に所在する。地質学的成因により三分される南北佐久平の北部に

位置し、浅間山麓末端の標高675m内 外を測る台地上に立地している。西方には狐塚古墳が存在

し、また、遺跡の中央部を旧中山道が通過すると共に周囲には古寺院が散見される等、歴史的な

由緒が薫ることも見逃せない。

今回、神岡信夫氏による住宅建設に伴い、立会い調査を実施 して埋蔵文化財の確認をする必要

が生じた。

調査結果

基礎の掘 り下げは、現況地表より約40cmの 深さまで行われたが、遺構・遺物は皆無であった。

しかしながら、既済のほ場整備事業による掘削が比較的浅 くローム層まで到達 していない箇所が

看取されたこと、ならびにローム層上に人工的攪拌の施されていない自然堆積上が確認されたこ

とは、今後の調査に極めて重要な示唆を与えてくれたものと考えられる。

道添遺跡群 1位置図 (1:10,000)



嚢と運 語塔巳格i;半監拶∫猛査星檜含果瞥察圭(μ罰薪勢ケ最寡?み粒

第Ⅲ層 皇名三岳乱黒労〉粘肇 層。/20剛内外の礫、ガ 5鰤内外
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藍 得魚泳摂鼻監挙讐 。
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道添遺跡基本土層模式図

遺跡遠景 (南方より) 遺跡近景 (北方より)

基本土層 (調査区北端 ) 基礎掘 り下げ終了状況 (南方より)



(13)一本υ「遺跡群 1

所 在 地

調査原因者

開発事弟名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

佐久市大字岩村田字上樋

田1820-4

範谷恒男

個人住宅建設

平成 3年 1月 8日

70。 38m2(232m→

三石宗―

経過 と立地

一本柳遺跡群は佐久市大宇岩村田地籍に所在し、標高693m付近を測る。立地的には、本遺跡

の南方、西方に向かって蛇行する湯川右岸の台地上に位置している。本遺跡群内における発掘調

査は、昭和43年度東一本柳遺跡、昭和47年度北一本柳遺跡、昭和46年度東一本柳古墳がおこなわ

れ、弥生時代から平安時代の住居l■が検出された。また、西方に隣接する北西ノ久保遺跡では昭

和57・ 60年度に発掘調査が実施され、弥生時代中期の住居址を中心とした多数の遺構が検出され

た。

今回、籠谷恒男氏が行 う住宅建設にともない立会い調査を実施することとなった。

調査結果

立会い調査の際に行われた基礎工事は、幅約50cm、 表土から60cmの 深さで掘 り下げを行い、そ

の結果、表土 I層 は東端部で約40cmを 測 り、西方に行 くにしたがって徐々に深 くなり、西端部で

約60cmを 測 り、一部ローム面まで達しない部分もあった。調査の結果、検出されたローム層上に

おいては遺構の存在は認められず、遺物の出土も見られなかった。しかし付近の発掘調査例を考

慮すると今回の調査区周辺には弥生から平安時代の遺構が多数存在しているものと考えられる。

一本柳遺跡群 1位置図 (1:10,000)



第I層 黒褐色土層(10YR%)
耕作上。

第H層 明黄褐色土層(10YR%)
ローム層。
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師

一本柳遺跡群 1基本土層模式図

遺跡近景 (南方より) 遺跡近景 (北方より)

掘削近景 (西方より) 掘削近景 (南方より)



(14)寺畑遺跡群 1

所 在 地

調査原因者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

佐久市大字根々井字寺畑

385-2

森泉辰男

個人住宅建設

平成 3年 1月 9日

79。 33mを (724m2)

助川朋広

経過 と立地

寺畑遺跡群 1は 佐久市大字根々井地籍に位置し、標高約685mを 測る。立地的には、本遺跡の

北方に、西方に向かって蛇行する湯川の第 2段丘上に位置している。昭和57・ 60年度に調査 した

弥生時代の大集落址の北西ノ久保遺跡が対岸に位置している。

遺跡の内容については、佐久市遺跡詳細分布調査報告書を参照すると弥生～平安時代の遺構の

存在が予想され、近接した宮の上遺跡での昭和62・ 63年度の調査では、奈良・平安時代の住居址

が検出されており同様な遺跡のあり方が予想された。

今回、森泉辰男氏が行 う住宅建設にともない、立会い調査を実施することとなった。

調査結果

立会い調査の際に行われた基礎工事は、幅約80cm、 表土から35cmの 深さで掘 り下げを実施した

結果、表土 I層 の約25cm下 面にローム層が確認され、遺構・遺物は確認できなかった。■・Ⅲ層

はローム漸移層・ローム層でその下面に明黄褐色砂礫層が確認され、宮の上遺跡同様、湯川の影

響を多分に受けていた。

寺畑遺跡群 1位置図 (1:10,000)



より)

第I層  暗掲色土層(10YR%)耕作土。
第H層  にぶい責橙色土層(10YR%)パ ミス(/3 mm)僅少含。ローム H・
移層。

第Ⅲ層 明責掲色土層(10YR%)ロ ーム層。パミス(/3 mm)少 含。礫
(/5 mm)少含。

第Ⅳ層 明責褐色土層(10YR%)砂礫層。 礫(/5 mm～ 2 Cm)含。

寺畑遺跡群 1基本土層模式図

(束方より)遺跡近景 (南方 掘削近景

掘削近景 (西方よ



(15)浅井城跡 1

所 在 地

調査原因者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

佐久市大字新子田宇丑ケ

久保832-1

中野遇

資材倉庫建設

平成 3年 1月 10日

62.21 ma(254m2)

竹原 学

経過 と立地

浅井城跡は、佐久市大字新子田地籍に所在し、標高698～ 714m付近を測る。立地的には香坂川

右岸の段丘末端にのる小丘陵上から段丘面に位置する。佐久市遺跡詳細分布調査報告書によると

中世城郭の伝承地とされ、また、戸坂遺跡群 (弥生～中世)に も

第I層 埋立土層
第■層 10YR2/3(黒褐色)IE表土

基本土層模式図

含まれている。

今回、中野追氏が行う資材倉庫建設にともない、立会い調査を

実施することとなった。

調査結果

立会い調査の結果、当該地は田切 り地形 (堀 ?)の 中に位置し

ており、現地表面下 lmま で近年の埋め立て層がみられた。この

面で旧表土 (黒褐色)が確認されたが、工事による掘削はこれ以

下に及んでいないため、遺構 。遺物は検出されなかった。

浅井城跡 1位置図 (1:10,000)



彎．機

遺跡全景 (南方より)

隷il撫:逮
警鯵
デ■IF i

土 層 断 面
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